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７.安全で安心な県づくりについて 

（１）安全・安心の現状 

 

問 23 次にあげた（ア）～（ク）の項目について、あなたは現状をどのように感じて 

いますか。 

     それぞれ１～５の中であてはまるもの１つに○をつけてください。 

全　体
（n=803）

12.3%
（99人）

13.2%
（106人）

15.2%
（122人）

9.0%
（72人）

13.7%
（110人）

29.1%
（234人）

16.3%
（131人）

17.6%
（141人）

29.0%
（233人）

28.6%
（230人）

25.2%
（202人）

29.0%
（233人）

36.2%
（291人）

47.4%
（381人）

47.2%
（379人）

37.0%
（297人）

16.9%
（136人）

20.7%
（166人）

31.4%
（252人）

25.4%
（204人）

24.0%
（193人）

22.4%
（180人）

19.1%
（153人）

24.0%
（193人）

14.9%
（120人）

13.3%
（107人）

20.2%
（162人）

18.8%
（151人）

11.6%
（93人）

12.7%
（102人）

4.1%
（33人）

6.8%
（55人）

13.7%
（110人）

10.5%
（84人）

15.3%
（123人）

6.6%
（53人）

4.1%
（33人）

1.5%
（12人）

5.4%
（43人）

9.6%
（77人）

6.0%
（48人）

5.0%
（40人）

5.0%
（40人）

5.4%
（43人）

5.4%
（43人）

5.2%
（42人）

4.1%
（33人）

4.9%
（39人）

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

ア　あなたの暮らす地域は、自然災害や大規模な火
　事災害などに対して、安心して暮らせる災害に強
　い地域だと思いますか。　　　　　　　　　　　

イ　あなたの暮らす地域は、犯罪がなく安心して暮
　らせる地域だと思いますか。　　　　　　　　　

ウ　あなたの暮らす地域は、児童、配偶者、高齢　
　者、障がい者などに対する虐待や暴力がなく、安
　心して暮らせる地域だと思いますか。　　　　　

エ　あなたの暮らす地域は、交通事故がなく安心し
　て暮らせる環境が整っていると思いますか。　　

オ　あなたは、暮らしている地域の夜間や休日の救
　急診療に不安を感じていますか。　　　　　　　

カ　あなたは、福島第一原子力発電所事故の発生に
　より、長期にわたる健康不安を感じていますか。

キ　あなたは、毎日の食生活において食品の安全に
　不安を感じることなく安心して暮らしています　
　か。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ク　あなたの暮らす地域は、水や大気など生活環境
　の安全が確保されていると思いますか。　　　　

はい どちらかと言えば「はい」

どちらとも言えない ・該当しない どちらかと言えば 「いいえ」

いいえ 無回答
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  〈あなたは、福島第一原子力発電所事故の発生により、長期にわたる健康不安を感じ

ていますか。〉に「はい」（29.1％）と回答した人が最も多く、３割弱となっている。次

いで、〈あなたの暮らす地域は、自然災害や大規模な火事災害などに対して、安心して暮

らせる災害に強い地域だと思いますか。〉（17.6％）が続いている。 

  「はい」と「どちらかと言えば“はい”」を合わせた『はい』計の割合をみると、〈あ

なたの暮らす地域は、児童、配偶者、高齢者、障がい者などに対する虐待や暴力がなく、

安心して暮らせる地域だと思いますか。〉（63.8％）が最も多く、６割強となっている。

以下、〈あなたの暮らす地域は、犯罪がなく安心して暮らせる地域だと思いますか。〉

（60.9％）が約６割、〈あなたの暮らす地域は、自然災害や大規模な火事災害などに対し

て、安心して暮らせる災害に強い地域だと思いますか。〉（54.5％）と〈あなたは、福島

第一原子力発電所事故の発生により、長期にわたる健康不安を感じていますか。〉

（54.3％）が５割台、〈あなた暮らす地域は、交通事故がなく安心して暮らせる地域だと

思いますか。〉（45.2％）、〈あなたは暮らしている地域の夜間や休日の救急診療に不安を

感じていますか。〉（44.2％）、〈あなたは、毎日の食生活において食品の安全に不安を感

じることなく安心して暮らしていますか。〉（41.8％）、〈あなたの暮らす地域は、水や大

気などの生活環境の安全が確保されていると思いますか。〉（41.3％）が４割台となって

いる。 

 一方、「いいえ」と「どちらかと言えば“いいえ”」を合わせた『いいえ』計の割合は、

〈あなたは、毎日の食生活において食品の安全に不安を感じることなく安心して暮らし

ていますか。〉（34.1％）が最も多く、３割強となっている。以下、〈あなたは、暮らして

いる地域の夜間や休日の救急診療に不安を感じていますか。〉（29.8％）、〈あなたの暮ら

す地域は、水や大気など生活環境の安全が確保されていると思いますか。〉（28.6％）、〈あ

なたは、福島第一原子力発電所事故の発生により、長期にわたる健康不安を感じていま

すか。〉（23.8％）が２割台となっている。 

 

 


